
書

評
水
野
柳
太
郎
著

『
日

本

古

代

の

寺

院

と

史

料

」渡

辺

晃

宏

は
し
が
き

本
書

は
、
日
本
古
代
の
寺
院
の
基
本
的

で
あ
り
、
か

つ
重
要
な
史

料
で
あ
る
、
縁
起
資
財
帳
に
関
す
る
論
文
集

で
あ
る
。
本
書
の
著
者

水
野
柳
太
郎
氏
に
つ
い
て
は
改
め
て
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
確

実
な
史
料
批
判
と
着
実
な
論
証
、
簡
潔
明
快
な
論
述

で
知
ら
れ
る
斯

界
の
第

一
人
者
の

一
人
で
あ
る
。

本
書
所
収

の
縁
起
資
財
帳
に
関
す
る
研
究
は
、
水
野
氏
の
長
い
研

究
生
活

の
原
点
と
い
え
る
論
考
で
あ
る
。
直
接
本
書
に
関
係
す
る
も

の
と
し

て
は
、

一
九
五
五
年
の

「大
安
寺
の
食
封
と
出
挙
稲
」
以
来

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
論
考
を
発
表
し
、
学
会
に
寄
与
し
て
こ
ら
れ
た
水

野
氏
の
研
究
生
活
か
ら
す
る
と
、
本
書
が
最
初
の
論
文
集
と
い
う
の

は
や
や
意
外
な
感
も
あ
る
が
、
本
書
を

一
読
す
れ
ば
そ
の
理
由
は
容

易
に
理
解

で
き
る
。
「
は
じ
め
に
」

で
水
野
氏
ご
自
身
が
述

べ
て
お

ら
れ
る
よ
う
に
、
基
本
的

に
は
既
発
表
の
論
考
の
集
成
で
あ
る
が
、

結
論
の
変
更
こ
そ
な
い
も
の
の
ほ
ぼ
全
篇
に
わ
た

っ
て
細
か
い
文
章

表
現
に
至
る
ま
で
手
を
入
れ
ら
れ
、
新
た
に

一
書
と
し
て
構
成
し
直

さ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
新
た
な
書
き
下
ろ
し
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
そ
れ
は

「
は
じ
め
に
」
に
お
け
る
旧
稿
の
破
棄
の
明
言
に

も
明
確
に
現
わ
れ
て
お
り
、
水
野
氏
が
本
書

に
注
が
れ
た
情
熱
と
労

力
が
並
大
抵
で
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。
旧
稿
を
寄
せ
集
あ
た
だ

け
の
お
手
軽
な
論
文
集
の
出
版
が
多
い
中
で
、
本
書
は
大
き
な
存
在

感
を
も
ち
、
論
文
集
の
理
想
の
形
の

一
つ
が

こ
こ
に
は
あ
る
。

た
だ
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
見
解
の
変
更
点
に
つ
い
て
旧
稿
と
の

関
係
の

一
々
の
明
示
が
な
い
点
と
、
旧
稿
発
表
後
の
学
会
に
お
け
る

研
究
の
進
展
に
よ

っ
て
と
い
う
よ
り
は
む
し

ろ
本
書
に
お
け
る
再
構

成
の
必
要
に
よ
る
論
述
の
変
更
が
多
い
点
は
、
旧
稿
を
知
る
読
者
に

と

っ
て
は
注
意
を
要
し
よ
う
。
要
す
る
に
、
本
書
は
あ
く
ま
で
新
た
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な
研
究
書
と
し
て
読
む
べ
き
も
の
で
あ
り
、
全
く
旧
稿
か
ら
離
れ
て

読
ん
だ
方
が
著
者
の
主
張
を
明
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
本
書
は
タ
イ
ト
ル
に

「寺
院
」
と
い
う
文
言
を
含
む
が
、

け

っ
し
て
寺
院
史
、
ま
し
て
や
仏
教
史

の
書
物
で
は
な
い
。
タ
イ
ト

ル
は
、
い
わ
ば

「寺
院
関
係
の
史
料
を
論
証
の
基
礎
と
す
る
日
本
占

代
史
の
論
文
集
」
と
で
も
解
す

べ
き
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
さ
ら

に

「寺
院
史
料
に
よ
る
史
料
批
判

の
試
み
」
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
ほ
ど

の
、
縁
起
資
財
帳
の
徹
底
し
た
読
み
込
み
、
解
読
の
書
で

あ
る
。
著
者
の
縁
起
資
財
帳

に
つ
い
て
の
研
究
姿
勢
は
、
第
四
章
末

尾
に
記
さ
れ
た
次
の
言
葉

に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

「
縁
起
や
資

財
帳
は
、
寺
院
の
利
害
関
係
と
密
接
に
結
び

つ
い
て
い
る
か
ら
、
架

空
の
事
実

の
記
載
も
多

い
。
し
か
し
、
成
立
の
事
情
を
考
察
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
事
実

の
真
否
の
判
断
や
、
裏
面
に
隠
さ
れ
て
い
る
真

実
を
発
見

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。」
(
二
二
三
頁
)
。
著
者

の
研

究
の
根
源

が
こ
こ
に
は
示
さ
れ
て
い
る
。

古
代
史

の
史
料
は
ほ
と
ん
ど
が
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
原
典
に
立
ち

帰

っ
た
充
分
な
史
料
批
判
を
要
す
る
場
合
は
多
く
な
い
が
、
水
野
氏

は
本
書
に
お
い
て
縁
起
資
財
帳
を
対
象
と
し
て
、
記
紀
の
史
料
批
判

に
も
匹
敵

す
べ
き
テ
キ
ス
ト

・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
を
展
開
し
て
い
る
。

徹
底
し
た

テ
キ
ス
ト

・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
が
本
書
の
厚
い
論
述
の
基
盤

と
な

っ
て
お
り
、
史
料
を
い
か
に
読
み
、
か

つ
そ
こ
か
ら
い
か
な
る

事
実
を
抽
出
す
る
か
、
作
為
が
加
え
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
そ
れ
は
何

故
か
、
そ
の
作
為
の
意
図
か
ら
も
歴
史
を
読

み
込
ん
で
い
く
、
そ
う

い

っ
た
古
代
史
研
究
者
の
多
く
が
忘
れ
か
け

て
い
る
作
業
を
実
践
し

て
い
る
類
稀
な
研
究
で
、
そ
の
価
値
は
極
め

て
高
い
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
水
野
氏
の
著
作
全
般

に
わ
た
っ
て
あ
て
は
ま

る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
書
に
ま
と
め

ら
れ
た
寺
院
の
縁
起
資

財
帳
と
い
う
作
為
性
の
濃
厚
な
史
料
群
の
研
究
に
氏
の
研
究
の
出
発

点
が
あ

っ
た
こ
と
と
無
縁

で
は
な
い
。
そ
う
し
た
徹
底
し
た
史
料
の

読
み
込
み
を
基
礎
と
し
て
、
史
料
そ
の
も
の
の
記
載
に
基
づ
く
研
究

か
ら
、
そ
の
原
典
の
研
究

へ
と
い
う
方
向
は
、
そ
の
後
の
水
野
氏
の

日
本
書
紀
や
続
日
本
紀

の
研
究
に
生
か
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
し
、

ま
た
縁
起
資
財
帳
の
中
味

の
研
究
は
、
仏
教

の
伝
来
年
代
に
関
わ
る

研
究
や
、
寺
院
の
経
済
基
盤

の
研
究

へ
、
さ
ら
に
は
出
挙
や
食
封
な

ど
財
政
史
の
課
題
や
、
田
積
な
ど
土
地
制
度
史
の
課
題
の
取
り
組
み

へ
と
、
幅
広
い
発
展
を
見
せ
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な

水
野
氏
の
多
面
的
な
業
績
を
生
み
出
す
母
体

と
な

っ
た
の
が
縁
起
資

財
帳
の
研
究
で
あ
り
、
そ
の
粋
を
収
録
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
本
書

の
構
成
を
目
次

に
従

っ
て
紹
介
し
て
お

く
。
各
論
考
の
も
と
に
な

っ
た
既
発
表
論
考
も
合
わ
せ
て
掲
げ
る
。
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は
じ
め

に

第

一
章

寺
院
縁
起
の
成
立

寺
院
縁
起
の
起
源

(「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
に

つ
い
て
」

〔『南
都

佛
教
』
三
、

一
九
五
七
年
。

の
ち
、
大
安
寺
史
編
集
委
員

会
編

『大
安
寺
史

・
史
料
』
、

一
九
八
四
年
、
名
著
普
及

会
刊
、
に
再
録
。

以
下
、
A
論
文
と
す
る
〕

の
う
ち
、

コ
ニ

寺
院
縁
起
の
成
立
」
に
基
づ
く
も
の
)

二

田
記(「

法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳

の

一
考
察

-
土
地
関

係
記
事
に

つ
い
て
」
(下
)

〔『続
日
本
紀
研
究
』

一
四
六

・

一
四
七
、

一
九
六
九
年
。
以
下
、

B
論
文
と
す
る
〕

の

コ

○
」
の

一
部
と

コ

四
」

に
基
づ
く
も
の
)

三

資
財
帳

(
A
論
文
の

「
二

資
財
帳
の
起
源
」
に
基
づ
く
も
の
)

第
二
章

日
本
書
紀
と
元
興
寺
縁
起

一

元
興
寺
縁
起

の
検
討

(「
日
本
書
紀
と
元
興
寺
縁
起
」
〔田
村
圓
澄
先
生
古
稀
記
念

会
編

『東

ア
ジ
ア
と
日
本
』
歴
史
編
、

一
九
八
七
年
、
吉

川
弘
文
館
刊
。
以
下
C
論
文
と
す
る
〕
の

コ

」
を
補
訂

二三四

し
た
も
の
)

日
本
書
紀
と
元
興
寺
縁
起

の
対
比

(
C
論
文

の

「
二
」
～

「
六
」
を
補
訂
し
た
も
の
)

諸
寺
縁
起

の
成
立
と
日
本
書
紀

(C
論
文

の

「
七
を
」
補
訂
し
た
も

の
)

元
興
寺
縁
起
と
日
本
書
紀
と
仏
教
伝
来
年
代

(「
日
本
書
紀
仏
教
伝
来
年
代
の
成
立

に

つ
い
て
」

〔『
続
日

本
紀
研
究
』

一
一
二

、

一
九
六
四
年
〕
、

及
び

「
日
本
書

紀
仏
教
伝
来
記
事
と
道
慈
-
田
村

圓
澄
氏

の
批
判

に
接
し

て
」
〔『
続
日
本
紀
研
究
』

一
二
七
、

一
九
六
五
年
〕

基
づ
く
も
の
)

第
三
章

佛
本
傳
来
記
に
つ
い
て

一

佛
本
傳
来
記
の
概
観

二

佛
本
傳
来
記
の
諸
本

三

佛
本
傳
来
記
の
検
討

四

佛
本
傳
来
記
の
材
料
と
成
立

五

佛
本
傳
来
記
の
性
格

(以
上
、
「
佛
本
傳
来
記
を
め
ぐ

っ
て
」

○
、

一
九
七
八
年
〕
を
補
訂
し
た
も
の
)

第
四
章

大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳

と

に
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〔『
南
都
佛
教
』

四



大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳

の
構
成

(
A
論
文
の
う
ち
、
コ

緒
言
」
、
及
び

「七

縁
起
と
資

財
帳
の
成
立
過
程
」

の

一
部

に
基
づ
く
も
の
)

二

食
封

・
出
挙
稲

・
墾
田
地

に
つ
い
て

(「大
安
寺

の
食
封
と
出
挙
稲

(
一
)
1
施
入
年
代
」

(『
続

日
本
紀
研
究
」
二
⊥

一、

一
九
五
五
年
)
の

(二
)
(三
)、

及
び

「同

(二
)
ー
運
営
の
状
態
」
(
『同
』
二
ー
七
、

一

九
五
五
年
)

の

(
一
)
(
二
)
を
改
稿

の
上
、
「寺
院
の
墾

田
地
所
有

に
つ
い
て
」
〔『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
五

一
、

一
九
六

八
年
〕

の

「
五
」
「六
」
を
補
訂
し
て
加
え
た
も
の
)

三

縁
起
と
資
財
帳
の
検
討

(
A
論
文

の
う
ち
、
「
四

百
済
大
寺
の
創
建

に

つ
い
て
」

「五

大
官
大
寺
に

つ
い
て
」
「六

平
城

へ
の
移
建
」
、

及
び

「
百
済
大
寺
と
大
安
寺
-
堅
田
修
氏

の
再
論
を
読
ん

で
」

〔『
日
本
上
古
史
研
究
」
五
-

一
一
、

一
九
六

一
年
〕

に
基
づ
く
も
の
)

四

大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
の
性
格

(A
論
文
の
う
ち
、
「
八

縁
起
資
財
帳

の
性
格
」

に
基
づ

く
も
の
)

第
五
章

法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳

ユゐ
/¥ 五 四

 

七
索
引

法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳

(「法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳

の

一
考
察

ー
土
地
関

係
記
事

に
つ
い
て
」
(上
)
『続
日
本
紀
研
究
』

一
四
三
、

一
九
六
九
年
。
以
下
D
論
文
と
す

る
〕
の

コ

」
に
よ
る

も
の
)

土
地

に
関
す
る
記
載

(D
論
文
の
う
ち
、
「
二
」
「
三
」
「
四
」
に
よ
る
も
の
)

代
制
面
積
換
算

の
疑
問

(D
論
文
の
う
ち
、
「五
」
「六
」
「
ヒ
」
に
よ
る
も
の
)

本
記
に
つ
い
て

(B
論
文
の
う
ち
、
「八
」
に
よ
る
も

の
)

播
磨
国
の
水
田

(B
論
文
の
う
ち
、
「九
」
に
よ
る
も

の
)

田
積
の
問
題

(B
論
文
の
う
ち
、
コ

○
」
の

一
部
と

「
一
一
」

に
よ
る

も
の
)

資
財
帳
の
作
為

(
B
論
文
の
う
ち
、
コ

ニ
」
コ

三
」
、
及
び

「
一
四
」

の

一
部
に
よ
る
も
の
)
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こ
の
よ
う
に
、
本
書
を
構
成
す
る
各
章
節
は
、
い
ず
れ
も
既
発
表

の
論
文
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
収
録
し
た
も
の
は

皆
無
で
あ

る
。
特

に
、
第

一
章
、
第
二
章
第
四
節
、
第
四
章
は
、
ベ
ー

ス
に
な

っ
た
既
往

の
論
文
が
存
在
す
る
と
は
い
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど

新
た
に
構
成
し
直
さ
れ
た
新
稿
と
い
っ
て
よ
い
内
容
で
あ
る
。
書
評

の
対
象
と
す
る
の
が
無
意
味
な
、
既
発
表
論
文
の
寄
せ
集
め
の
論
文

集
が
蔓
延

す
る
中
に
あ

っ
て
、
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放

っ
て
い
る
。

以
下
、

本
書
の
構
成
に
従

っ
て
、
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
い
く

こ
と
と
す
る
が
、
本
誌
の
性
格
か
ら
特
に
学
生
諸
氏

に
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
と
の
ご
依
頼
の
趣
旨
と
、
何
よ
り
も
私
自
身

の
力
量

の
限
界
と
か
ら
、
書
評
と
称
し

つ
つ
も
、
主
と
し
て
内
容

の
紹
介
に

重
点
を
置

い
た
も
の
と
な

っ
た
こ
と
を
、
予
め
お
断
り
し
て
お
く
。

第

一
章

「寺
院
縁
起

の
成
立
」
は
、
本
書
の
序
論
に
あ
た
り
、
第

二
章
以
下

の
各
論

に
対
す
る
総
論
の
役
割
を
果
た
す
部
分
で
あ
る
。

コ

寺
院
縁
起
の
起
源
」
で
は
、
寺
院
縁
起
と
は
何
か
、
が
定

義
さ
れ
、
寺
院
や
仏
像
な
ど
の
造
立
の
由
来
や
来
歴
、
特

に
霊
験
を

記
し
た
も
の
で
、
中
国

・
朝
鮮
で
成
立
し
た
も
の
の
影
響

で
あ
ろ
う

と
す
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
日
本
の
場
合
、
単
な
る
過
去
の
回

顧
で
は
な
く
、
各
種

の
必
要
性
が
あ

っ
て
制
作
さ
れ
た
と
の
指
摘
で

あ
る
。

つ
ま
り
、
そ
こ
に
作
為
が
加
わ
る
可
能
性
が
生
じ
る
わ
け
で
、

そ
の
作
為

の
発
見
と
そ
の
作
為
が
加
え
ら
れ
た
理
由
の
解
明
が
本
書

の
主
要
な
課
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

大
寺

の
寺
院
縁
起
が
出
揃
う
の
は
、
奈
良
時
代
中
期

で
あ
る
が
、

単
行
の
縁
起
の
形
を
と
る
の
は
二
次
的
な
あ
り
方

で
、
寺
院
か
ら
保

護
や
特
権
を
要
求
し
て
国
家
に
提
出
さ
れ
た
文
書

に
記
載
す
る
必
要

が
あ

っ
て
起
草
さ
れ
る
の
が
最
初
の
形
で
あ
り
、
治
部
省
か
玄
蕃
寮

に
保
管
さ
れ
て
い
た
各
寺
院
提
出
の
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
た
と
す

る
。
広
義
の
国
家
機
関
と
し
て
被
支
配
者
に
臨
む
と
と
も
に
、
国
家

の
統
制
を
受
け
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
二
面
性
の
中
に
、
縁
起
が
成

立
す
る
契
機
が
あ
る
と
述

べ
る
。
そ
の
上
で
、
確
認
さ
れ
る
最
古
の

縁
起
は

『醍
醐
寺
本
諸
寺
縁
起
集
』
所
収
の

『元
興
寺
縁
起
』
に
収

め
ら
れ
た

「
元
興
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」
の
縁
起
部
分
の
原

型

で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
も

『
元
興
寺

縁
起
』
と
通
称
さ
れ
て

い
る
が
、
著
者
は

『
醍
醐
寺
本
諸
寺
縁
起
集
』
所
収
の

『
元
興
寺
縁

起
』
と
区
別
す
る
た
め
に
、
特
に

『
法
興
寺
縁
起
』
と
呼
ん
で
い
る
。

つ
い
で
、
「
二

田
記
」
で
は
、
田
記
と

は
各
寺
院
ご
と
に
寺
田

の
面
積
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
そ
の
作
成
開
始
を
和
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銅
二

(七
〇
九
)
年
に
求
め
て
い
る

(六
頁
で
二
箇
所
七

一
三
年
と

す
る
の
は
当
然
七
〇
九
年

の
誤
植
)。
そ
し
て
、

そ
の
後
和
銅
六
年

(七

一
三
)
の
用
尺
改
訂
に
伴
う
方
格
地
割
の
再
設
定
に
よ
り
、
過

不
足
が
生

じ
て
混
乱
が
起
こ
り

「
田
記
錯
誤
」
が
生
じ
た
の
で
、
寺

田
管
理

の
強
化
の
た
あ
に
田
記
の
改
正
が
行
な
わ
れ
た
と
し
、
田
記

の
改
正
と
縁
起
資
財
帳
の
成
立
と
の
関
連
を
み
る
山
本
明
氏
説
を
支

持
し
発
展

さ
せ
て
い
る
。

こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
著
者
に
は
別

に

「面
積
計
算
法
と
方
格
地
割
」
(『
名
古
屋
大
学
日
本
史
論
集
」

上
、

一
九
七
五
年
)
が
あ
る
。
な
お
、
現
存
す
る
田
記
の
事
例
と
考
え
ら

れ
る
弘
福
寺
と
西
琳
寺
の
こ
例
は
、
そ
の
改
正
を
経
ず
に
伝
わ

っ
た

と
覚
し
き
も
の
で
、
改
正
さ
れ
た
も
の
は
寺
院
側

に
と

っ
て
不
利
な

内
容
で
あ

っ
た
の
で
、
隠
匿
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

最
後

に
、
「
三

資
財
帳
」

で
は
、
資
財
帳
の
起
源
を

『
続
日
本

紀
」
霊
亀
二
年
五
月
庚
寅
条
に
み
え
る
檀
越
の
専
横
を
防
止
す
る
た

め
の
藤
原
武
智
麻
呂
の
奏
言
に
求
め
た
上
で
、
そ
の
具
体
例
を
博
捜

す
る
。
檀
越
の
な
い
僧
綱
直
轄
の
大
寺
の
資
財
帳
の
作
成
は
や
や
遅

れ
、
大
安
寺

・
法
隆
寺

・
元
興
寺

・
弘
福
寺

(
・
薬
師
寺
)
に
お
い

て
天
平

一
八
年
か
ら
始
ま
り
、
天
平

一
九
年
に
完
成
し
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
僧
綱
か
ら
記
述
内
容
の
雛
型
が
示
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
寺

に
よ

っ
て
書
式
に
若
干
の
差
が
あ
り
、
僧
綱
に
対
す
る
統

制
と
寺
院
の
土
地
問
題
を
契
機

に

「伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」
の

作
成
を
命
じ
た
国
家
側
に
対
し
、
自
ら
の
利
権
を
獲
得
し
よ
う
と
努

め
た
寺
側

の
作
為
の

一
つ
の
現
わ
れ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
章
は
本
書
が
扱
う
史
料

の
根
幹
に
関
わ
る
部
分

で
あ
り
、
本
章
を
新
た
に
書
き
起
こ
す
こ
と

に
よ
り
、
著
者
の
主
張

が
よ
り
明
確
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
の
意
味
で
、
読
者
に

と

っ
て
は
、
本
書
全
体
の
導
入
部
と
し
て
、
大
変
に
あ
り
が
た
い
。

た
だ
、
本
章
を
構
成
し
て
い
る
各
節
は
、
本
来
独
立
し
た
論
文

の

一

部
と
し
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
い
わ
ば
切
り
貼
り
し

て
本
章
は
成
り
立

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
総
説
と
い
い
つ
つ
細
部

に
わ
た
る
記
述
も
あ
り
、
ま
た
総
説
と
し
て
説
明
し
て
お
い
て
ほ
し

い
基
本
的
な
事
実
関
係
が
、
読
者
に
と

っ
て
明
瞭

で
な
い
部
分
も
あ

る
。
例
え
ば
、
前
者
と
し
て
は
、
田
記
の
部
分

の

『弘
福
寺
田
畠
流

記
写
」
の
記
述
が
挙
げ
ら
れ
、
後
者
と
し
て
は
、
比
蘇
寺
の
縁
起
と

は
何
か
、
ま
た

『醍
醐
寺
本
諸
寺
縁
起
集
」

が
説
明
な
し
で
登
場
す

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
、
後
の
記
述
で
説
明
が
あ

る
の
で
あ
る
が
、
全
体
的
な
統

一
と
い
う
点

で
は
や
や
残
念
な
気
が

す
る
。
な
お
、
比
蘇
寺

の
縁
起

に
つ
い
て
は
、
本
書
に
は
収
録
さ
れ

て
い
な
い
が
、
著
者
は
別
に

「
日
本
霊
異
記
上
巻
第
五
話
と
日
本
書

紀
」
(本
誌
第
九
号
、

一
九
九

一
年
)
に
お
い

て
詳
し
く
検
討
し
て
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お
ら
れ
る

の
で
、
是
非
参
照
さ
れ
た
い
。

本
章

に
お
い
て
最
も
重
要
な
の
は
、
寺
院
縁
起
成
立
の
契
機

に
つ

い
て
の
指
摘
で
あ
る
。
著
者
は
、
寺
院
の
基
本
的
性
格
を
、
広
義
の

国
家
機
関
と
し
て
被
支
配
者
に
臨
む

一
方
、
国
家
の
統
制
を
も
受
け

る
存
在
と
し
て
把
握
し
、
そ
の

「
二
面
性
」

の
中

に
寺
院
縁
起
成
立

の
根
源
を
み
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
本
書
を
貫
く
い
わ
ば
縦
糸
と
な

る
大
変
重
要
な
視
点
で
あ
り
、
そ
の
有
効
性
は
本
書

の
諸
論
考
が
実

証
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
視
点
を
史
料
分
析
の
中
に
活

か
す
こ
と

に
よ

っ
て
、
寺
院
縁
起
の
分
析
の
み
な
ら
ず
、
古
代
財
政

史
の
分
野

で
も
大
き
な
業
績
を
残
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、

こ
の
寺
院

の
基
本
的
性
格
に
つ
い
て
の
指
摘
に
も
、
や
や

不
明
確
な
点
が
な
い
で
も
な
い
。
著
者
は
、
同
じ
こ
と
を
本
書
全
体

の

「
は
じ
あ
に
」

に
お
い
て
は
、
古
代
の
寺
院
、
特
に

「大
寺
」
に

つ
い
て
、

コ

方
で
は
、
国
家
に
特
権
と
保
護
を
要
請
し
な
が
ら
、

国
家
機
関

の
ひ
と

つ
と
し
て
民
衆
に
対
す
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
、

民
衆
と
同

じ
よ
う
に
国
家
の
統
制
を
排
除
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
」

と
表
現

し
て
お
り
、
著
者
の
意
図
す
る

「
二
面
性
」
に
は
、
あ
る
時

は
国
家

の
側
に
立
ち
、
あ
る
時
は
民
衆
の
側
に
も
立

っ
て
活
動
す
る

と
い
う
、

い
わ
ば
両
属
性
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
る
。
し

か
し
、
寺
院
の
行
な
う
統
制
排
除

の
運
動
は
け

っ
し
て
民
衆
の
立
場

か
ら
の
も
の
で
は
な
い
。
寺
院
が
支
配
機
構

の

一
翼
を
担

っ
て
お
れ

ば
こ
そ
の
も
の
で
あ

っ
て
、
あ
く
ま
で
特
権

の
要
求
と
そ
の
賦
与
を

め
ぐ
る
国
家
と
寺
院
の
力
関
係
の
中
で
生
じ
る
も
の
な
の
で
は
な
い

か
。
従

っ
て
、
「
は
じ
め
に
」
に
お
け
る
記
述

に
よ
う
に
民
衆
云
々

を
持
ち
出
す
こ
と
、
ひ
い
て
は
寺
院
の
特
性
を

「二
面
性
」
と
い
う

言
葉
で
捉
え
る
こ
と
は
や
や
誤
解
を
招
く
か
も
知
れ
な
い
。

二

 

第
二
章
以
下
は
、
第

一
章
の
総
論
を
受
け
て
個
別
の
縁
起
資
財
帳

に
つ
い
て
の
分
析
を
行
な
う
各
論

に
相
当
す

る
。
第
二
章

「
日
本
書

紀
と
元
興
寺
縁
起
」
と
第
三
章

「
佛
本
傳
来
記
に

つ
い
て
」

で
は
、

元
興
寺

の
縁
起
資
財
帳
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

第
二
章

で
は
、
コ

元
興
寺
縁
起
の
検
討
」

に
お
い
て
、
ま
ず

『元
興
寺
縁
起
』
(以
下
、
『縁
起
』
と
略
記
す

る
。
『
醍
醐
寺
本
諸
寺

縁
起
集
』
所
収
の

『元
興
寺
縁
起
』
に
収
あ
ら
れ
て
い
る

「
元
興
寺

伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」
の
部
分
の
俗
称
)
の
性
格
を
概
観
し
た

あ
と
、
孤
本
で
あ
る

『縁
起
』
の
校
訂
に

『
日
本
書
紀
』

(以
下
、

『書
紀
』
と
略
記
す
る
)
の
記
述
と
の
比
較

が
有
効

で
あ
る
と
す
る
。

そ
し
て
、
「
二

日
本
書
紀
と
元
興
寺
縁
起

の
対
比
」

に
お

い
て
、
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『
縁
起
』
と

『書
紀
』
に
同

一
資
料
か
ら
と
ら
れ
た
部
分
が
あ
る
と

す
る
福
山
敏
男
氏

の
説
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
形

で
、
『
書
紀
」

と

『
縁
起
」

の
記
述
を
詳
細
に
比
較
検
討
す
る
。

す
な

わ
ち
、
『書
紀
』
の
記
事
の
ま
と
ま
り

に
よ

っ
て

一
六

の
項

に
分
け
、

ま
ず

『書
紀
』
の
記
事
を
掲
げ
、

つ
い
で
対
応
す
る

『縁

起
』
の
記
事
を
併
載
し
て
こ
れ
を
校
訂
す
る
。
た
だ
、
『
縁
起
』

の

校
訂
そ

の
も
の
に
目
的
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
『書
紀
』
と
の
対
校

結
果
に
基

づ
き
、
『書
紀
』
の
記
事
の
も
と
に
な

っ
た
三
種
の
縁
起

を
想
定

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
『縁
起
」

の
原
本

(著
者
は
、
『縁
起
』

と
区
別
す
る
た
め
に
、
こ
れ
を
特
に

『法
興
寺
縁
起
』
と
仮
称
す
る
)

の
当
初

の
記
事
を
推
定
す
る
こ
と
に
論
述
の
主
眼
は
置
か
れ
て
い
る
。

な
お
、

こ
こ
で
い
う
三
種
の
縁
起
と
は
、
『
四
天
王
寺
縁
起
』
『
坂

田
寺
縁
起
』
『比
曽
寺
縁
起
』

の
こ
と
で
あ
る
。
『
四
天
王
寺
縁
起
』

と

『坂

田
寺
縁
起
」
は
、
と
も
に

『法
興
寺
縁
起
』
か
ら
成
立
し
、

後
者
は
前
者
を
見
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た

『比
蘇
寺
縁
起
』

は

『
四
天
王
寺
縁
起
』
か
ら
成
立
し
た
と
す
る
。
『
書
紀
」

は

『法

興
寺
縁
起
』
を
直
接
参
照
し
た
の
で
は
な
く
、
『
法
興
寺
縁
起
』

に

基
づ
い
て
成
立
し
た
こ
れ
ら
三
種
の
縁
起
を
仲
立
ち
と
す
る
こ
と
に

よ

っ
て

『法
興
寺
縁
起
』
に
連
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら

三
種
の
縁
起
の
存
在
は
あ
く
ま
で
仮
定

で
あ

っ
て
、
読
者

に
と

っ
て

は
も
う
少
し
詳
し
い
説
明
が
ほ
し
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

著
者

の
校
訂
の
成
果
に
基
づ
く

『法
興
寺
縁
起
』
の
復
原
案
を
提

示
し
、

こ
れ
を
参
照
し
た
三
種
の
縁
起
と

『
書
紀
」
の
編
纂
に
つ
い

て
述

べ
た
の
が
、
「三

諸
寺
縁
起
の
成
立
と
日
本
書
紀
」

で
あ
る
。

復
原
案
に
つ
い
て
は
、
校
訂
成
果
の

一
つ
ひ
と

つ
に
つ
い
て
は
特

に
言
及
す
べ
き
点
は
な
い
が
、
若
干
気
に
な

る
と
す
れ
ば
、
個
々
の

校
訂
に
お
け
る
記
述
と
、
『法
興
寺
縁
起
』
復

原
案

に
お
け
る
記
述

に
差
異
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
三
三
頁
に
お
い
て
は
、
『書
紀
』

欽
明

=
二
年

一
〇
月

条
第
第
三
段
と
の
対
比
に
よ

っ
て
、
『縁
起
」

の

「然
後
、
経
計
余

年
、
稲
目
大
臣
乃
得
病
、
望
危
時
、
…
…
終
仏
法
莫
忌
捨
白
。
」

の

部
分
を
後
世
に
付
加
さ
れ
た
部
分
と
判
断
し

て
い
る

(
【

】
で
括

ら
れ
て
い
る
)。
と
こ
ろ
が
、
六
五
頁
に
お

い
て
は
、
同
じ
箇
所

の

冒
頭
の

「然
後
、
経
計
余
年
、
稲
目
大
臣
乃
得
病
、
望
危
時
、
」

の

み
は
、
『書
紀
』
と
の
対
応
は
な
い
が

『法
興
寺
縁
起
』

の
当
初

の

記
事
と
考
え
る
部
分
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る

(
「

」

で
括
ら
れ

て
い
る
)。
ま
た
、
四
六
頁
に
お
い
て
は
、
『
書
紀
』
崇
峻
即
位
前
紀

と
の
対
比
に
よ
っ
て
、
『縁
起
』
の

「時
、
天
皇
許
賜
、
令
住
桜
井

寺
而
為
供
養
。」

の
部
分
を

『法
興
寺
縁
起
」

の
当
初
の
記
事
と
判

断
し
て
い
る

(「

」
で
括
ら
れ
て
い
る
)
が
、
六
六
頁

に
お

い
て
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は
、

こ
の
直
前
の
記
述
を
含
め
て
後
世
の
付
加
と
考
え
ら
れ
る
部
分

と
し
て
掲
げ
て
い
る

(
【

】
で
括
ら
れ
て
い
る
)
。
ま
た
、
六
八

頁
に
お

い
て
は
、

『法
興
寺
縁
起
』

の
末
尾
部
分
を

「癸
丑
年
。

【宮
内

遷
入
、
】
先
金
堂

「
・
礼
仏
堂
」
等
略
作
。
」
と
復
原
し
、

「
宮
内
遷
入
」
を
後
世

の
付
加
と
判
断
し
て
い
る
が
、

五
三
頁

に
お

い
て
は
、
「宮
内
遷
入
」
も
含
め
て
当
初
の

『法
興
寺
縁
起
』

の
記

述
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
六
六
頁
に
お
い
て
は
、
敏
達
天
皇
甲
辰

年
条

に
、
「佐
伯
臣
有
仏
像
」
を
著
者
の
見
解

に
よ

っ
て
補

っ
て
い

る

((

)

で
括
ら
れ
て
い
る
)
が
、
三
五
頁

の
当
該
箇
所

に
は
こ

の
点

に

つ
い
て
の
説
明
が
な
い
。
逆
に
、
個
々
の
校
訂
に
お
け
る
著

者
の
見
解
に
よ
る
変
改
が
、
復
原
案

で
明
示
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
も

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
記
述
の
相
違
は
数
ヵ
所
に
み
ら
れ
、
い
ず
れ
に

よ
る
べ
き
か
判
断
に
苦
し
む
。
復
原
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
厳
密

な
校
訂

の
様
式
に
固
執
す
る
必
要
は
な
い
と
思
う
が
、
『
縁
起
』

の

文
章
を
著
者
の
見
解
に
よ
り
改
め
た
部
分
に
つ
い
て
、
個
々
の
校
訂

に
お
い
て
そ
の
箇
所
と
理
由
を
明
示
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
『法
興
寺
縁
起
』
の
復
原
案
の
提
示
を
受
け

て
、
続

い
て

そ
の
成
立
年
代
を
次
の
よ
う
に
推
定
す
る
。
ま
ず
、
『
書
紀
』

は

『坂
田
寺
縁
起
』
『
四
天
王
寺
縁
起
」
『比
蘇
寺
縁
起
』
を
経
由
し
て

『法
興
寺

縁
起
』
を
採
録
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
成
立

の
下
限

は

『書
紀
」

の
完
成
し
た
七
二
〇

(養
老
四
)
年
五
月
に
求
め
ら
れ
る
。

一
方
、
上
限
に
つ
い
て
は
、
縁
起
制
作
の
契
機
は
大
寺
と
し
て
無
期

限
の
食
封
所
有
の
認
可
を
受
け
る
た
め
の
審
査
資
料
と
し
て
寺
の
由

来
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
食
封

の
制
限
を
強
化
し
大
寺
の
数
を
制
限
し
た
六
八
〇

(天
武
九
)
年
四

月
以
降
に
求
め
ら
れ
る
。

一
方
、
「丈
六
光
銘
」

は

「
塔
露
盤
銘
」

に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
が
、
用
字

の
点
か
ら
み
て
い
ず
れ

も

『法
興
寺
縁
起
』
よ
り
は
古
い
と
す
る
。

こ
う
し
て
成
立
し
た

『法
興
寺
縁
起
」
は
、
七
四
六

(天
平

一
八
)

年
に
縁
起
資
財
帳
の
提
出
が
求
め
ら
れ
た
際

に
付
加

・
改
作
が
加
え

れ
、
現
存
す
る
大
安
寺

・
法
隆
寺

・
弘
福
寺
な
ど
の

「伽
藍
縁
起
井

流
記
資
財
帳
」
に
相
当
す
る

『元
興
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』

が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
『
日
本
三
代
実
録
』

元
慶
六

(八

八
二
)
年
八
月
二
三
日
壬
戌
条
に
引
用
さ
れ
た

『縁
起
』
に
対
応
す

る
部
分
に
は
、
著
者
が
復
原
し
た

『法
興
寺
縁
起
』
に
示
さ
れ
た
付

加
部
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、

こ
の
頃
ま
で
に
は

『元
興
寺

伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」

に
付
加

・
改
作

が
加
え
ら
れ
、
今
口
の

『
縁
起
』
に
近
い
形
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、

そ
の
成
立
は

縁
起
制
作
を
命
じ
た
僧
綱
牒
が
出
さ
れ
た
八
六
八

(承
和
二
)
年
頃

で
あ
ろ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
『
日
本
三
代
実
録
』

に
引
用
さ
れ
た
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新
し
い
元
興
寺

の
縁
起
は
、
『縁
起
』
と

『
書
紀
』

を
主
な
素
材
と

す
る
も

の
で
、
福
山
敏
男
氏
が

『元
興
寺
新
縁
起
」
と
さ
れ
た
も
の

に
あ
た
り
、
元
興
寺
か
ら
独
立
し
た
本
元
興
寺
に
お
い
て
新
た
に
制

作
さ
れ
た
縁
起
、
も
し
く
は

『縁
起
」

を
利
用
し
て
制
作
さ
れ
た

『建
興
寺
縁
起
』
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
指
摘
す
る
。

さ
ら

に
、

類
似
し
た
内
容
の
文
献
の
成
立

・
普
及
す
る
中

で
、

『
元
興
寺
新
縁

起
』

に
そ
れ
ら
の
知
識
が
混
入
し
、
ま
た
付
加

・
改
作

・
文
飾

・
省

略
な
ど
が
意
識
的
に
あ
る
い
は
無
意
識
的

に
施
さ
れ
、
誤
写
や
脱
文

も
生
じ

て

『醍
醐
寺
本
諸
寺
縁
起
集
』
所
収

の

『
.兀
興
寺
縁
起
』
に

至

っ
た
と
結
論
付
け
て
い
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
『
法
興
寺
縁
起
』

か
ら
現
存
の

『縁
起
」
が
い
か
な
る
過
程
を
経
て
成
立
し
た
か
、
複

雑
な
経
過
が
明
確
に
な

っ
た
意
義
は
大
き
い
。

次
に
、
『
縁
起
』
の
成
立
過
程
の
考
察
か
ら
そ
の
存
在

の
明
ら
か

に
な

っ
た

『
四
天
王
寺
縁
起
』
と

『
坂
田
寺
縁
起
』
に
つ
い
て
検
討

が
加
え
ら
れ
る
。
『
書
紀
』
に
採
録
さ
れ
た
記
事
を
列
記
し
、

そ
の

内
容
構
成
を
示
し
た
あ
と
、
和
銅
年
間
の
寺
田
所
有
の
不
安
定
化

へ

の
対
策

の

一
環
に
そ
の
成
立
の
契
機
を
求
め
、
『書
紀
』
成
立

の
七

二
〇

(養
老
四
)
年
ま
で
に

『法
興
寺
縁
起
』
を
背
景
と
し
て
完
成

し
た
と
指
摘
す
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
が
、
寺
院
か
ら
b
申
さ
れ
た
文

書

の
中

に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
か
、
上
申
文
書
に
添
付
さ
れ
て
い
た

独
立
し
た
文
献
で
あ

っ
た
か
は
結
論
を
留
保

し
て
い
る
。

著
者
の
問
題
関
心
は
、
こ
こ
で
は

『縁
起
』
そ
の
も
の
か
ら
さ
ら

に

『
書
紀
』
の
編
纂
に
ま
で
広
が
り
を
み
せ

て
い
る
。
『
書
紀
」
編

者
で
は
な
く
、
『書
紀
』
が
素
材
と
し
て
用

い
た
資
料
そ
の
も

の
に

造
作
や
潤
色
が
あ

っ
た
こ
と
、
そ
し
て

『書
紀
』

の
編
者
は
材
料
の

内
容
を
尊
重
し
た
た
め
に
原
資
料

に
存
在
し
た
誤
記
や
作
為
が

『書

紀
』
に
そ
の
ま
ま
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
多

い
、
と
い
う
指
摘
は
重
要

で
あ
る
。
著
者
に
は
別
に

「
日
本
書
紀
の
白
猪
史
関
係
記
事
」
(『奈

良
大
学
紀
要
』

一
四
、
一
九
八
五
年
)
「白
猪
史

の
改
姓
と

『
日
本
書

紀
」」
(直
木
孝
次
郎
先
生
古
稀
記
念
会
編

『
古
代
史
論
集
』
上
、
一
九

八
八
年
)
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
原
点
が
本
章
に
お
け
る
検
討

に
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
検
討
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い

『
比
蘇
寺

縁
起
』
に

つ
い
て
も
、
著
者
に
は
別
に
論
考
が
あ
る
こ
と
を
先
に
述

べ
た
が
、
『比
蘇
寺
縁
起
」
は
、
『
四
天
王
寺
縁
起
』
『坂
田
寺
縁
起
』

と
と
も
に
、
元
興
寺
の
縁
起
を
考
え
る
上
で
重
要
な
素
材
で
あ
り
、

補
論
な
ど
の
形
で
収
録
し
て
い
た
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
か

っ
た
。

「
四

元
興
寺
縁
起
と
日
本
書
紀
の
仏
教
伝
来
年
代
」

は
、
『
元

興
寺
縁
起
」

の
内
容
に
つ
い
て
の
い
わ
ば
各
論
に
あ
た
る
考
察
で
あ

る
。
『縁
起
」
に
み
え
る
仏
教
伝
来
年
代

「七
年
戊
午
」
(五
三
八
年
。

欽
明
元
年
を
五
三
、
.年
と
す
る
年
紀
に
よ
る
)
を
、
仏
教
伝
来
年
代
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に

つ
い

て
最
も
古
く
成
立
し
た
年
紀

で
あ
る
と
評
価
し
た
上

で
、

『
縁
起
』

に
基
づ
い
て
記
述
さ
れ
た
は
ず
の

『
書
紀
」

に
お
い
て
、

な
ぜ
仏
教

伝
来
を
欽
明

一
三
年

(五
五
二
)
と
記
し
た
の
か
、

こ
の

一
四
年

の
違

い
が
な
ぜ
生
じ
た
の
か
を
検
討
し
、
『
書
紀
』

の
仏
教

伝
来
年
代

設
定
の
意
図
、

つ
ま
り

『書
紀
』
の
作
為
の
背
景

に
あ
る

も

の
を
探

る
の
が
本
節
の
課
題
で
あ
る
。
『
書
紀
』

の
紀
年

で
は
、

欽
明
天
皇

の
治
世
に
は

「戊
午
年
」
は
存
在
し
得
な
い
か
ら
、
何
ら

か
の
操
作

が
必
要
に
な
る
の
は
確
か
な
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
あ
え
て

欽
明

一
三
年
が
選
ば
れ
た
か
で
あ
る
。

著
者

は
、
仏
教
伝
来
年
代
の
異
伝
の
存
在
を
想
定
す
る
見
解
を
確

た
る
根
拠

に
欠
く
と
し
て
退
け
、

つ
い
で
末
法
思
想

に
よ
り
仏
教
伝

来
年
代

が
設
定
さ
れ
た
と
す
る
見
解
を
検
討
す
る
。
著
者
も
基
本
的

に
は
末
法

思
想
と
の
関
連
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
が
、
末
法
の
第

一

年

に
あ
た
る
年
を
選
ん
だ
と
す
る
益
田
宗

・
田
村
圓
澄
両
氏
の
見
解

を
批
判
す
る
。
末
法
到
来
の
年
を
仏
教
伝
来

の
年
と
す
る
意
味
は
不

明
確
あ
り
、
著
者
の
指
摘
は
鋭

い
。
そ
の
対
案
と
し
て
提
示
さ
れ
る

の
が
、
五
堅
固
説
で
あ
る
。

こ
れ
は
仏
滅
後
、
解
脱
堅
固

・
禅
定
堅

固

・
多
聞
堅
固

・
造
寺

(造
塔
)
堅
固

・
闘
諏
堅
固
の
各
五
百
年
毎

に
仏
教
が
衰
退
す
る
と
い
う
説

で
、
ち
ょ
う
ど
造
寺
堅
固
の
始
ま
る

年
に
仏
教
伝
来
年
代
を
設
定
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
説

の
強
み
は
、
八
世
紀
の
造
寺
活
動

の
隆
盛
と
の
関
連
で
説

明
が
可
能

で
あ
る
こ
と
と
、
末
法
初
年
説
の
よ
う
に
正
法
の
期
間
の

設
定

(千
年
説

・
五
百
年
説
の
二
種
類
が
あ
り
、
五
五
二
年
が
末
法

初
年
と
な
る
の
は
後
者
の
場
合
の
み
)
に
よ
る
説

の
当
否
の
問
題
が

生
じ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
『書
紀
』
の
仏
教
伝

来
年
代

の
設
定
を
行

な

っ
た
道
慈
が
、
五
五
二
年
が
末
法
初
年
あ
た
る
可
能
性
を
知
ら
な

か

っ
た
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
、
末
法
初
年
説
が
仏
教
伝
来
年
代
設

定
の
根
拠
の

一
つ
で
あ

っ
た
こ
と
を
全
く
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
け
れ
ど
、
五
堅
固
説
の
方
が
当
時
の
俗
人

に
も
よ
り
受
け
入
れ
ら

れ
易
い
考
え
方
で
あ

っ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
著
者
は
仏
教
に
暗

い
俗
論
と
卑
下
さ
れ
て
い
る
が
、
卓
見
で
あ

る
と
思
う
。

三

 

第
三
章

「『
佛
本
傳
来
記
』
に
つ
い
て
」

は
、
『佛
本
傳
来
記
』
の

成
立
と
伝
来
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
佛
本
傳
来
記
』
は
、
『醍

醐
寺
本
諸
寺
縁
起
集
』
所
収

の

『
元
興
寺
縁
起
』

の
冒
頭

に
、
「
元

興
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」
(本
稿
に
お
い
て

『
縁
起
』

と
略

称
し
て
い
る
も
の
)
の
前
に
記
さ
れ
た

「
元
興
寺
縁
起

佛
本
傳
来

記
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
「元
興
寺
縁
起

佛
本
傳
来
記
」
と
は
、
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「佛
本
傳
来
記
と
い
う
元
興
寺
縁
起
」
と
の
意
味
で
あ
る
と
し
、
『佛

本
傳
来
記
」
は
仏
教
伝
来
を
念
頭
に
お
い
て
付
け
ら
れ
た
題
名

で
あ

ろ
う
と
す
る
。
著
者
が
こ
れ
に
注
目
し
た
の
は
、
『
法
興
寺
縁
起
』

(元
興
寺

の
縁
起

の
原
型
。
但
し
、
著
者
は
本
章

で
は
こ
れ
を

『
元

興
寺
縁
起
」
と
称
し
て
い
る
の
で
や
や
紛
ら
わ
し
い
)

の
逸
文
を
含

む
か
ら

で
あ
り
、
元
興
寺
の
縁
起
に
関
す
る
研
究

の

一
環
で
あ
る
。

『
佛
本
傳
来
記
』
の
諸
本
に
は
現
存
し
な
い
も
の
が
多

い
が
、
著

者
は
ま
ず
諸
本
を
検
討
し
写
本
の
系
統
を
綿
密

に
調
査
し
提
示
す
る

(「
二

佛
本
傳
来
記
の
諸
本
」
)。

つ
い
で
、
『
醍
醐
寺
本
諸
寺
縁
起

集
』
所
収

の

『佛
本
傳
来
記
』
を
底
本
と
し
て
諸
本

に
よ

っ
て
校
訂

を
加
え
、
『
佛
本
傳
来
記
』
の
原
型
を
復
原
し
、
さ
ら
に
そ
の
出
典

を
検
討
す

る

(コ
ニ

佛
本
傳
来
記
の
検
討
」
)。

『
醍
醐
寺
本
諸
寺
縁
起
集
』
所
収

の

『
佛
本
傳
来
記
」

は
、
①

「
元
興
寺

縁
起

佛
本
傳
来
記
」
～

「具
如
傳
記
」
、
②

「有
辟
記
云
、

始
従
養
老

二
年
破
遷
本
寺
、
天
平
レ
七
年
乙
酉
造
末
寺
、
可
勘
之
」、

③

[掛
恐

三
寳
大
御
前
ホ
」
以
下

の
宣
命
体
の
部
分
、
以
上
の
三

つ

の
部
分
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で

『
佛
本
傳
来
記
』
の
本

文
は
①

の
み
と
さ
れ
、
②

の

「有
辟
記
云
」
以
下
の
部
分
は
、
①
成

立
後
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
従
来

『佛

本
傳
来
記
』
と
は
区
別
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
著
者

は
②
も

『佛
本
傳
来
記
』
の
原
本
に
存
在
し
た
こ
と
を
考
証
す
る
。
そ
し
て
、

一
一
六
五

(長
寛
三
)
年
成
立
の

「
慈
俊
勘
文
」
が

『縁
起
」
に
記

さ
れ
て
い
な
い
元
興
寺
の
平
城
京

へ
の
移
建

を
問
題

に
し
て
い
る
の

は
、
こ
の
段
階
で

『
佛
本
傳
来
記
』

に
元
興
寺

の
平
城
京
移
建
に
関

わ
る
②
の
記
述
が
付
加
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
、
①
②
は

一
一
三
五
年
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
と
指
摘

す
る
。
さ
ら
に
、
③
の

宣
命
部
分
も
、
②
の

「辟
記
」
(慈
俊
勘
文
に
引
用
さ
れ
た

「
元
興

寺
壁
上
記
」
「壁
記
」
)
の

一
部

で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
す
な

わ
ち
、
『醍
醐
寺
本
諸
寺
縁
起
集
』
に
収
め
ら
れ
た

『佛
本
傳
来
記
』

は
、
そ
の
原
型
を
保

っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

し
か
し
、
『
佛
本
傳
来
記
』
は
統

一
的
な
意

図

で

一
人

の
作
者
に

よ

っ
て
著
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
書
物

で
は
な
い
。

「
四

佛
本
傳

来
記
の
材
料
と
成
立
」
は
、
そ
の
成
立
過
程

に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。

著
者
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
①
は

『
別
種
元
興
寺
縁
起
』
と

『元
興
寺

伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』
か
ら
の
抄
出
、
②
③
は

『
元
興
寺
壁
上

記
』
か
ら
の
抄
出
で
あ
り
、
作
者
は
、
元
興
寺

の
縁
起
を
作
る
意
図

か
ら
こ
れ
ら
を
抄
出
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
を

『
聖
徳
太
了
伝
暦
』
に

よ
っ
て
編
年
し
体
裁
を
整
え
、
①
末

の

「
具

如
傳
記
」

や
②
末
の

「
可
勘
之
」
な
ど
わ
ず
か
な
が
ら
自
ら
の
見
解
を
付
け
加
え
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
内
容
の
貧
弱
さ
か
ら
み
て
作
者
は
元
興
寺
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関
係
の
僧
侶

で
は
な
く
、
写
本

の
伝
来

に
興
福
寺
が
深
く
関
与
し
て

い
る
状
況

か
ら
み
て
、
興
福
寺

の
僧
侶

で
は
な
い
か
と
す
る
。
そ
の

成
立
の
時
期
は

=

世
紀
後
半
か
ら

一
二
世
紀
前
半
に
求
め
て
い
る
。

最
後
の

「
五

佛
本
傳
来
記
の
性
格
」
は
本
章
の
ま
と
め
に
あ
た
る
。

こ
の
よ
う
に
本
章
は
、
『佛
本
傳
来
記
』

の
複
雑
な
構
成
が
ど
の

よ
う
に
し
て
成
立
し
た
か
を
丹
念
に
解
き
明
か
し
、
『佛
本
傳
来
記
』

の
成
立

を
論
じ

つ
つ
、
抄
物
か
ら

一
書
が
出
来
上
が

っ
て
い
く
過
程

を
鮮
や
か
に
描
き
き

っ
て
い
る
。
『
元
興
寺
縁
起
』

の
研
究

の
基
礎

と
し

て
切

り
拓
か
れ
た
地
味
な
作
業
で
は
あ
る
が
、
著
者
の
史
料
に

対
す
る
厳

し
い
態
度
が
如
実
に
窺
わ
れ
、
奎

日に
お
け
る
白
眉
と
い
っ

て
も
過
言

で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
地
道
な
作
業
は
、
本
章
に
お
い
て
大
き
な
二
つ
の
成

果
の
結

実
を
生
む
こ
と
に
な

っ
た
。

一
つ
は
、
『
元
興
寺
縁
起
』

の

逸
文
を
発
見
し
、
『
元
興
寺
縁
起
』

の

「
塔
露
盤
銘
」

の
成
立
年
代

を
修
正
し
得
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
行
の

『
元
興
寺
縁
起
』

に
は

「
難
波
天
皇
之
世
、
辛
亥
年
正
月
五
日
、
授
塔
露
盤
銘
。
」

と

あ
り
、
あ
た
か
も
辛
亥
年

(
11
六
五

一

(白
雅
二
)
年
)

に

「塔
露

盤
銘
」
が
成
立
し
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
は

「
授
」
と

「塔
」

の
間
に
は

「
此
書
三
通
、

一
通
治
部
省
、

一
通
僧
綱
所
、

一

通
大
和
国
」
と
い
う
脱
落
が
あ

っ
て
、
「辛
亥
年
」
は

「塔
露
盤
銘
」

の
成
立
年
代
と
は
無
関
係

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な

っ
た
。

も
う

一
つ
の
成
果
は
、
『元
興
寺
縁
起
』
自
体

に
関
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、
『
十
五
大
寺
日
記
』
の
逸
文
の
発
見
で
あ
る
。
『佛
本
傳

来
記
』
に
書
き
込
ま
れ
た

『十
五
大
寺
日
記
」
と
元
興
寺
関
係
の
記

述
が
、
書
写
の
過
程

で

『佛
本
傳
来
記
』
の
本
文
に
取
り
込
ま
れ
て

い

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
諸
写
本

の
間
で
記
事
の
順
序
は

ほ
ぼ

一
致
し
て
お
り
、
『十
五
大
寺
日
記
』
を

基
礎

に
し

て
書
か
れ

た

『七
大
寺
巡
礼
私
記
』

の
記
載
順
と
の
比
較

に
よ
り
、
『
佛
本
傳

来
記
』

に
お
け
る

『十
五
大
寺
日
記
』

の
書

き
込
み
の
原
型
を
詳
細

に
復
原
さ
れ
た
の
は
見
事
で
あ
る
。
結
論
を
簡
潔
に
さ
り
げ
な
く
示

す
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
復
原
は
鮮
や
か
の

一
言

に
尽
き
る
。

さ
て
、
次
に
本
章
に
お
い
て
若
干
気
に
か
か
る
点
を
述

べ
て
お
き

た
い
。

一
つ
は
、
『佛
本
傳
来
記
」
の
系
統

の
中

で
、

f
系
統
と
し

挙
げ
ら
れ
た
③
～
⑤
の
史
料
の
性
格
に
つ
い
て
で
あ
る
。
著
者
が
考

証
さ
れ
た
よ
う
に
、
『佛
本
傳
来
記
』
は
抄

物
の
蓄
積

に
よ

っ
て
成

立
し
た
か
ら
、
『佛
本
傳
来
記
』

の
諸
本

の
系
統
と
い
う
の
は
正
確

で
は
な
く
、
『佛
本
傳
来
記
』
を
原
型
と
し

て
成
立
し
た
書
物
の
系

統
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
従

っ
て
、
『
佛
本
傳

来
記
」

の
諸
本
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
各
写
本
は
、
『
佛
本
傳
来
記
』

か
ら
変
化
し
て
い
っ

た
も
の
で
あ
り
、
通
常
の
史
料
の
写
本
の
系
統
を
考
察
す
る
場
合
の
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よ
う
に
諸
本
を
単
純

に
比
較
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、

③
～
⑤

の
場
合
に
は
、
『佛
本
傳
来
記
」
の
当
初

の
記
述
と
の
懸
隔

が
余
り
に
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
④
が

「寺
家
縁
起
云
」
と
し

て
引
用
す

る
よ
う
に
、
③
～
⑤

の
記
述
は

『
佛
本
傳
来
記
』
に
基
づ

く
も
の
で
は
な
く
、
『
元
興
寺
縁
起
」
そ
の
も
の
か
ら
の
引
用
と
考

え
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、

『
佛
本
傳
来
記
」

か
ら
派
生
し
て
成
立
し
た
書
物

で
は
な
く
、
出
典
を
同
じ
く

『元
興

寺
縁
起
」

に
も

つ
兄
弟
関
係

の
典
籍
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

こ
れ
だ

け
記
事
の
省
略

・
改
変
が
甚
だ
し
く
な
る
と
、
『
佛
本
傳
来

記
」
か

ら
の
成
也
を
論
じ
る
の
は
困
難

で
は
な
か
ろ
う
か
。

も
う

一
つ
は
、

こ
こ
で
も
史
料
引
用
部
分

に
若
干
の
誤
脱
が
み
ら

れ
る
こ
と

で
あ
る
。

一
例
を
挙
げ
る
。

一
〇
八
頁
ヒ
行
の

【第
肘
代
」

は

「第
研

二
代
」
、

一
一
〇
頁

一
八
行
、
及
び
第

一
一
三
頁

一
四
行

の

「第

二
年
乙
酉
」
は
と
も
に

「
第
二
年
己
酉
」
、

て
一、○
頁

一
二

行
の

「第
珊
二
代
」
は

「第
計
三
」
、

一
三
〇
頁

一
五
行
の

吻
「第

一

年
」
と
あ

る
」
は

「
「第
二
年
」
と
あ
る
」、

の
そ
れ
ぞ
れ
誤
植
で
あ

ろ
う
。
厳
密
な
史
料

の
校
訂
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
慎
重
な

校
正
が
必
要
な
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
大
勢
に
影
響
な
い
と
い
え

ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
史
料
引
用
の
誤
ま
り
は
利
用
す
る
側
に
と
っ

て
致
命
的

で
あ
り
、
そ
の
瑠
理
が
大
変
に
惜
し
ま
れ
る
。

四

第
四
章

「大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」

・
第
五
章

「法
隆

寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」
は
、
と
も
に
七
四
七

(天
平

一
九
)

年
に
成
立
し
た
大
安
寺
と
法
隆
寺
の
縁
起
資
財
帳
に
関
す
る
研
究
で

あ
る

(以
下
、
『人
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」

と

『
法
隆
寺

伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』
を
そ
れ
ぞ
れ

『
縁
起
資
財
帳
」
と
略
記

す
る
)。
第
二

・
一.一章
で
考
察

の
対
象
と
し
た
元
興
寺

の
縁
起
と
は

異
な
り
原
文
書
が
伝
来
し
て
い
る
の
で
、
本
文
の
校
訂

・
復
原
と
い

う
手
続
き
が
基
本
的
に
は
不
要
で
あ
り
、
両
章
と
も
記
載
内
容
そ
の

も
の
に
関
す
る
検
討
が
中
心
と
な
る
。
従

っ
て
、
第
.
∵

↓。。章

に
比

べ
る
と
は
る
か
に
読
み
易
い
。

第
四
章
は

『大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」
を
考
察
対
象
と

す
る
。
「
一

大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳

の
構
成
」

は
、

そ

の
概
説
に
あ
た
り
、
そ
の
内
容
と
成
立
の
問
題
を
述

べ
る
。

初
め
に
、
底
本
と
な

っ
て
い
る
旧
正
暦
寺
本

に
つ
い
て
、
七
四
ヒ

(天
平

一
九
)
年
成
立
の
原
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
署
名

に
至

る
ま
で
原
本
に
忠
実
に
正
確
に
写
さ
れ
て
お
り

(脱
落
が

一
箇
所
あ

る
の
み
)
、
七
七
五
年
の

『大
安
寺
碑
文
』
や
八
九
五
年

『大
安
寺

寛
平
縁
起
」
以
前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
し
、
偽
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作
説
を
退
け
る
。
た
だ
、
そ
れ
以
上
の
年
代
の
特
定
は
な
く
、
史
料

に
即
し

た
具
体
的
な
言
及
も
な
い
。

次
に
、
『縁
起
資
財
帳
』
の
構
成
が
述

べ
ら
れ
、
『縁
起
資
財
帳
』

全
体
が
統

一
的
な
主
張
を
表
現
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
大
安
寺
の
来
歴
が
記
さ
れ
た
部
分
の
う
ち
、

「縁
起
」

は

「資
産
目
録
」
の
原
簿

「本
記
」

を
参
照
も
し
く
は
利

用
し
て
い
る
が
、
「仏
像
調
度
等
目
録
」
は
参
照
し
て
お
ら
ず
、
必

ず
し
も
全
体
的
な
統

一
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。

最
後

に

『縁
起
資
財
帳
』

の
原
型
と
な

っ
た

「大
官
大
寺
縁
起
」

の
存
在
を
想
定
し
、
大
官
大
寺
跡
の
発
掘
調
査

で
判
明
し
た
火
災

(『
扶
桑
略
記
』
に
和
銅
四
年
と
あ
る
)
と
の
関
連
を
重
視
し
、
「
大

官
大
寺
縁
起
」
は
火
災
後

の
善
後
処
置
を
求
め
て
提
出
さ
れ
た
文
書

に
含
ま

れ
て
い
た
と
推
定
す
る
。
著
者
の
述
べ
る
よ
う
に
、
火
災
の

事
実
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
意
図
は
特
に
み
ら
れ
な
い
。

な
お
、
発
掘
調
査

の
成
果
の
援
用
が
可
能
な
の
は
、
大
安
寺
の
縁

起
資
財
帳
の
検
討

の
利
点

で
あ
る
が
、
発
掘
調
査
の
成
果
は
、

一
般

的
に
や
は
り
発
掘
調
査
報
告
書
な
ど
の
出
典
を
明
記
し
て
活
用
す
べ

き
で
あ

ろ
う
。
読
者
に
と

っ
て
は
、
出
典

の
明
示
に
よ
り
初
め
て
事

実
と
し

て
の
認
定
が
可
能

に
な
る
の
で
あ
り
、
立
論
の
基
礎
と
な
る

事
実
を
著
者
と
読
者
が
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
点
は
文
献
史

料
で
も
出
土
文
字
資
料

で
も
、
ま
た
、
そ
の
他
の
考
古
資
料
で
も
同

じ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
発
掘
調
査

に
よ
っ
て
大
官
大
寺
跡

と
し
て
知
ら
れ
る
遺
跡

の
造
営
が
文
武
朝
に
ま
で
降
る
こ
と
が
判
明

し
た

(奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』

五
、

一
九
ヒ
五
年
)

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
金
堂
基
壇
F
層
か
ら
藤

原
京
時
代
の
土
器
が
出
t
し
た
こ
と
か
ら
わ
か

っ
た
の
で
あ

っ
て
、

著
者
の
指
摘
す
る
よ
う
な
藤
原
宮
所
用
瓦
の
出
L
の
事
実
は
、
少
な

く
と
も
概
報
な
ど
の
記
述

に
よ
る
限
り
確
認

で
き
な
か

っ
た
。

「
二

食
封

・
出
挙

・
墾
田
地
に

つ
い
て
」
で
は
、
ま
ず

『縁
起

資
財
帳
』
『
書
紀
』
『新
抄
格
勅
符
抄
」
に
み
ら
れ
る
食
封

・
出
挙
稲

・

墾
田
の
施
入
年
代

に
つ
い
て
検
討
し
、
『
縁
起
資
財
帳
』

の
み
に
み

え
る
六
三
九

(野
明

二

)
年
と
六
七
三

(天
武
二
)
年
の
施
入
の

作
為
性
を
指
摘
す
る
。
百
済
大
寺
創
建
の
年

と
高
市
移
転
の
年
に
食

封
施
入
を
設
定
し
、
施
入
の
理
由
を
よ
り
正
当
化
し
、
現
状
で
の
食

封
保
有
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
目
的
に
添

っ
た
作
為
で
あ
る
と
す
る
。

し
か
も
、
そ
の
作
為
が
全
く
架
空
の
こ
と
で
は
な
く
、
年
代
は
別
と

し
て
、
ま
ず
食
封
三
〇
〇
戸
、

つ
い
で
七
〇
〇
戸
と
出
挙
稲
三
〇
万

束
が
施
入
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
現
実
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
大
変
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

つ
い
で
、
食
封
に

つ
い
て
、
天
平
七
年
相
模
国
封
戸
租
交
易
帳
の
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記
載
か
ら
、
相
模
国
お
け
る
大
安
寺
の
封
戸

の
存
在
を
述

べ
、
大
安

寺

の
食
封
が
無
期
限
施
入
で
あ
り
、
天
武
朝
以
来
継
続
し
た
八
世
紀

に
存
し
た
最
も
古
い
起
源
を
も

つ
食
封

で
あ
る
こ
と
指
摘
す
る
。
食

封
を
補
う
意
味
で
計
画
的
に
施
入
さ
れ
た
の
が
出
挙
稲

で
あ
る
。
天

平

一
〇
年
駿
河
国
正
税
帳
に
み
え
る

「
二
寺
稲
」
を
大
安
寺
と
薬
師

寺
の
出
挙
稲
で
あ
る
と
し
、
正
倉
院
文
書

「秦
太
草
啓
」
の
紙
背
に

み
ら
れ

る

「公
文
断
簡
」
に

「大
安
寺
稲
」
が
み
え
る
こ
と
も
指
摘

す
る
。
ま
た
、
墾
田
地
記
載

の
不
統

一
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
も
と
に

な

っ
た
資
料
の
不
統

一
を
踏
襲
す
る
も
の
と
し
、
墾
田
地
の
面
積
の

内
訳
と
総
計
の
矛
盾

に
つ
い
て
も
、
こ
れ
は
誤
写
で
は
な
く
、
面
積

超
過
を
隠
蔽
し
、
墾
田
地
を
確
保
す
る
た
め
の
手
段
で
あ

っ
た
と
論

じ
て
い
る
。

こ
の
手
法
は
、
『弘
福
寺
田
畠
流
記
写
』
(第

一
章
二
田

記
)
や

『法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』
(
第
五
章
)
と
も
共

通
す
る
も
の
で
あ
る
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

「
三

縁
起
と
資
財
帳
の
検
討
」
で
は
、
罷
凝
寺
、
百
済
大
寺
、

高
市
大
寺
、
大
官
大
寺
、
そ
し
て
大
安
寺
ま
で
、
『
縁
起
資
財
帳
」

か
ら
知
ら
れ
る
大
安
寺
の
歴
史
を
述
べ
る
。
は
し
が
き
に
引
用
し
た

著
者

の
研
究
姿
勢
が
実
際
の
史
料
の
読
解
に
応
用
さ
れ
た
好
例

で
あ

る
。
ま
ず
、
縁
起
の
四
割
を
占
め
る
罷
凝
寺
に

つ
い
て
、
野
明
天
皇

に
よ
る
百
済
大
寺
建
立
の
必
然
性
と
、
か
く
し
て
建
立
さ
れ
た
寺
が

「大
寺
」

で
あ

っ
た
こ
と
の
二
点
を
説
明
す

る
意
図
か
ら
作
ら
れ
た

架
空
の
縁
起
讃
で
あ
る
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
百
済
大
寺
と
高
市
大
寺

に
関
す
る
記
載

に
つ
い

て
は
、
『大
官
大
寺
縁
起
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
す
る
が
、

百

済
大
寺
の
野
明
朝
の
火
災
に
つ
い
て
は
、
皇
極
朝
に
お
け
る
造
寺

の

必
然
性
を
説
く
た
め
の
作
為
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
百
済

寺
寺
主
」
の
存
在
か
ら
百
済
寺
の
地
位
の
高
さ
を
説
く
指
摘
も
重
要

で
あ
る
。
な
お
、
百
済
大
寺
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
木
之
本
廃
寺

を
充
て
る
説
も
あ
る
が
確
証
は
な
く
、
飛
鳥
近
辺
に
あ

っ
た
可
能
性

は
高
い
が
、
位
置
は
未
確
定
で
あ
る
。

百
済
大
寺
は
、
六
七
三
年
に
高
市
に
移
建

さ
れ
、
高
市
大
寺
と
称

さ
れ
、
六
七
七
年
に
大
官
大
寺
と
改
称
さ
れ
る
。
以
後
、
天
武
朝
、

持
統
朝
、
文
武
朝
と
造
営
が
続
く
が
、
著
者

は

「縁
起
」
と

『書
紀
』

の
記
事
を
対
比
し
な
が
ら
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
。

「縁
起
」
天
武

一
三
年
条
の
成
立
過
程
を
初
め
、
著
者
の
鋭

い
洞
察
が
特
に
光
る
部

分
で
あ
る
。
大
官
大
寺
に
は
、
結
局
、
高
市
大
寺
を
改
称
し
た
天
武

朝
創
建
の
も
の
と
、
現
存
す
る
文
武
朝
創
建

(著
者
は
持
統
朝
を
含

め
て
考
え
て
お
ら
れ
る
節
が
あ
る
)
の
も
の
の
二
つ
が
あ

っ
た
こ
と

に
な
る
が
、
こ
の
二

つ
の
大
官
大
寺
の
関
係
、
及
び
前
者
の
故
地
の

探
求
は
今
後
に
残
さ
れ
た
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
な
お
、
大
官
大
寺
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に

つ
い
て
は
、
発
掘
調
査
の
成
果
を
中
心
に
、
木
下
正
史
氏

の
簡
潔

な
紹
介
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い

(「国
家
筆
頭

の
大
寺

-
大
官

大
寺
」
『飛
鳥

・
藤
原

の
都
を
掘
る
』、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
三
年
)。

平
城

京
移
転
に
よ

っ
て
大
安
寺
と
改
名
さ
れ
て
以
降
に
つ
い
て
は
、

特
に
道
慈
の
活
躍
が
活
写
さ
れ
る
。
同
じ

「資
財
帳
」
の
記
述
で
も
、

作
為

の
濃
厚
な
資
産
目
録
に
対
し
、
仏
像
調
度
等
目
録
は
ほ
ぼ
史
実

に
基
づ
く
こ
と
も
論
じ
て
い
る
。
平
城
遷
都
に
伴
う
寺
院
の
移
転
が
、

大
官
大
寺

の
火
災
に
起
因
す
る
と
の
指
摘
も
重
要

で
あ
る
。

こ
の
よ

う
に
本
節
は
、
「縁
起
と
資
財
帳
の
検
討
」
と
題
し

て
は
い
る
が
、

史
料
に
み
る
大
安
寺
の
歴
史
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
い
。

「
四

大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
の
性
格
」
は
、
本
章

の

ま
と
め
に
相
当
し
、
『縁
起
資
財
帳
』

に
み
ら
れ
る
作
為
に
つ
い
て
、

東
大
寺

が
造
営
さ
れ
て
い
く
時
期
に
、
大
寺
の
首
位
と
し
て
の
地
位

を
守
り
、
経
済
的
特
権
を
保
持
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
、
本
章
を
締
め
く
く

っ
て
い
る
。

な
お
、
本
章

に
も
い
く

つ
か
気
に
な
る
誤
植
が
み
ら
れ
る
。

一
九

七
頁

一
七
行
め
の

「
野
明
十
二
年

(六
三
九
)
」
は

「
十

一
年
」、
同

じ
く

「
十
三
年

(六
四
〇
)」
は

「十
二
年
」、

一
九
八
頁
五
行
め
の

「
(六
三
九
癸
亥
)
」
は

[己
亥
」
、
一
二

四
頁
九
行
め
の

「左
京
四
条

六
坊
」

は

「六
条
四
坊
」
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。

五

続
い
て
、
第
五
章
で
は

『法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』
が

考
察
の
対
象
と
な
り
、
特
に
土
地
に
関
す
る
計
算

の
矛
盾
が
取
り
上

げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
「
一

法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」

で

は
、
『縁
起
資
財
帳
」

の
資
財
帳
の
土
地
面

積
の
記
載

に
み
ら
れ
る

誤
ま
り
を
、
法
隆
寺
側
の
権
益
を
確
保
す
る
た
め
の
作
為
と
い
う
観

点
か
ら
検
討
す
る
と
い
う
本
章
の
基
本
的
な
視
座
が
提
示
さ
れ
る
。

つ
い
で
、
「
二

土
地
に
関
す
る
記
載
」

で
、
計
算

の
矛
盾
を
指

摘
し
、
「水
田
」
「河
内
国
水
田
」
「薗
地
」
「
池
」
に
つ
い
て
、
そ
の

内
訳
の
集
計
値
が
い
ず
れ
も
記
載
さ
れ
て
い
る
A口
計
値
を
上
回

っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
「
三

代
制
面
積
換
算

の
疑
問
」

で
は
、
資
財
帳
の
典
拠
と
な

っ
た

「本
記
」
は
、
町
段
歩
表
記
の
施

行
時
期
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
代
制
表
記
が
基
本
と
な

っ
て
い

る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

こ
の
点
は
資
材
帳
の
原
拠
と
な

っ
た

「本
記
」
に
起
因
す
る
と
し
、

「本
記
」
の
成
立
年
代
と
記
述
態
度
を
検
討

し
た
の
が
、
「四

本
記

に
つ
い
て
」

で
あ
る
。

「
本
記
」

に
記
さ
れ
た
二
.件

の
食
封
施
入

(大
化
三
年
戊
申
の
三
〇
〇
戸
、
養
老
六
年

の
三
〇
〇
戸
、
天
平

一

〇
年

の
二
〇
〇
戸
)
に
つ
い
て
、
『書
紀
』

の
紀
年
で
は
矛
盾
の
あ
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る

「大
化
三
年
戊
申
」
は
六
四
八
年
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
他
は
基

本
的
に
は
事
実
み
て
よ
い
こ
と
、
「本
記
」

の
成
立
は
七
二
二
年
ま

た
は
七
二
七
年
で

『縁
起
資
財
帳
』

の
成
立
よ
り
さ
ほ
ど
遡
ら
な
い

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
そ
の
時
点
で
既
に
停
止
さ
れ
実
質
を

失

っ
て
い
た
二
件
の
食
封
を
も
記
し
て
い
る
こ
と
を
、
権
益
の
回
復

を
要
求
す

る
意
志
の
表
現
と
評
価
す
る
。
ま
た
、
「A
口食
封
参
値
戸
」

の
施
入
年
代
と
し
て
み
え
る

「
大
化
三
年
戊
申
」
(『書
紀
」
で
は
戊

申
年
は
大
化
四
年
)
に
つ
い
て
、
「大
化
四
年
戊
申
」

の
単
純
な
誤

ま
り
と
す

る
福
山
敏
男
氏
説
に
対
し
、
即
位
称
元

(孝
徳
天
皇
即
位

の
六
四
五
年
を
大
化
元
年
と
す
る
)
に
よ
る

『書
紀
』
と
異
な
り
、

「
本
記
」
が
途
年
称
元

(孝
徳
天
皇
即
位

の
翌
年
の
六
四
六
年
を
大

化
元
年
と
す
る
)
に
よ

っ
て
い
る
た
め
と
明
快
に
説
く
。

「
五

播
磨
国
の
水
田
」
で
は
、
水
田
の
項
目
の
う
ち
、
権
益
確

保
の
要
求

の
意
志
が
最
も
明
瞭
に
集
中
し
て
現
わ
れ
る
播
磨
国
の
項

が
取
り
上

げ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
例
外
的
に
施
入
事
情
が
記
さ
れ
て
い

る
の
は
、

こ
の
地
域
が
後
に
法
隆
寺
領
播
磨
国
鵤
荘
が
成
立
す
る
場

所

で
あ
り
、
法
隆
寺
に
と

っ
て
重
要
な
地
域
で
あ

っ
た
か
ら
で
は
な

い
か
と
す
る
。
播
磨
国
の
水
田
施
入
に
関
す
る
記
事

は
、
『
縁
起
資

財
帳
」
と

『
書
紀
』
の
大
き
く
二
つ
の
系
統
に
分
か
れ
、
水
田
施
入

年
代
と
施
入
面
積
の
い
ず
れ
に

つ
い
て
も
両
者

の
間
で
見
解
が
異
な

る
。
ま
ず
、
施
入
年
代
に

つ
い
て
は
、
『書
紀
』

の
系
統
が
推
古

一

四

(六
〇
六
)
年
と
す
る
の
に
対
し
、
『
縁
起
資
財
帳
』

の
系
統

で

は
、
「
戊
午
年
」
と
す
る
。

一
方
、
施
入
水
田
面
積
に

つ
い
て
は
、

『
書
紀
』
の
系
統
が

「百
町
」
と
す
る
の
に
対
し
、
『縁
起
資
財
帳
』

の
系
統

で
は

「
五
十
万
代
」
(
目

一
〇
〇
〇
町
)
と
し
、
前
者

の

一

〇
倍

に
及
ぶ
。
著
者
は

『書
紀
』
の
記
事
に
原
型
を
み
て
、
養
老
四

年
成
立

の

『
書
紀
』

に
採
用
さ
れ
る
以
前
に
、
法
隆
寺
が
播
磨
国
の

水
田
の
侵
害
停
止
を
政
府

に
訴
え
る
事
件
が
あ
り
、
そ
の
訴
訟
の
過

程

で
政
府
は
推
古

一
四
年

の

一
〇
〇
町
の
施
入
を
事
実
と
し
て
認
定

し
た
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
法
隆
寺

が
こ
の
決
定
を
不
服
と

す
る
に
至
る
事
情
が
生
じ
、
法
隆
寺

で
は

『
書
紀
』
系
統
に
対
抗
し

て

「
戊
午
年
」
及
び

「
五
十
万
代
」
に
改
め
、
さ
ら
に
莫
大
な
施
入

面
積
を
A
口理
的
に
説
明
す
る
た
め
に
、
三
寺
分
納
説
話
を
記
載
し
た

の
だ
と
説
明
す
る
。
さ
ら
に
著
者
は
、
政
府

が
水
田
施
入
を
認
め
る

契
機
と
な

っ
た
事
件
に
つ
い
て
、
田
籍
の
代
制
表
記
か
ら
町
段
歩
制

表
記

へ
の
換
算
に
伴
う
田
記
の
錯
誤
と
の
関
係
を
指
摘
す
る
。

「六

田
籍
の
問
題
」
で
は
、
播
磨
国

の
水
田
に

つ
い
て
生
じ
た

法
隆
寺
と
政
府
と
の
問
に
生
じ
た
確
執

に
つ
い
て
述

べ
る
。
そ
の
確

執
は
直
接
的
に
は
田
記
の
改
定
に
起
因
し
て
い
た
。
そ
れ
は
非
合
法

な
寺
田
の
拡
張
の
制
限
と
い
う
目
的

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
代
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制
表
記

に
代
わ
る
町
段
歩
制
表
記
の
導
入
に
大
き
な
要
因
が
あ

っ
た
。

そ
れ
が
な
ぜ
田
記
錯
誤
を
も
た
ら
す
の
か
に
つ
い
て
著
者
は
、
町
段

歩
制
導
入
が
田
租
徴
収

の
基
礎
と
な
る
条
里
制
地
割
の
設
定
を
伴
う

も
の
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
こ
う
し
て
新
た
に
確
定
さ
れ

た
面
積

が
、
七

一
三

(和
銅
六
)
年
頃
作
ら
れ
た

「
田
記
」
の
田
積

で
あ
る
。
資
財
帳
に
お
け
る
総
計
部
分
の
数
字
も
こ
れ
に
あ
た
る
も

の
で
あ
り
、
容
易
に
改
変
で
き
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
、

個
々
の
内
訳
の
部
分
に
作
為
を
施
し
て

「本
記
」
を
作
り
、
代
制
表

記
の
時
代
す
な
わ
ち
推
古
天
皇

・
聖
徳
太
子
の
時
代
以
来

の
寺
田
で

あ
る
と
主
張
し
、
「縁
起
」
と

「資
財
帳
」
に
写
し
と

っ
て
、
播
磨

国
水
田

の
確
保
に
努
力
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

「七

資
財
帳
の
作
為
」
は
、
本
章
の
ま
と
あ
に
あ
た
り
、
資
財

帳
の
記
載

の
順
序
に
従

っ
て
作
為
と
そ
の
意
義
を
再
確
認
す
る
。
そ

し
て
、

『縁
起
資
財
帳
」

の
土
地
関
係
記
事

の
作
為
の
目
的

の
中
心

が
、
播

磨
国
揖
保
郡
の
水
田
の
確
保
に
あ
り
、

こ
れ
を
足
掛
り
に
し

て
年
代
が
降
る
に
従

っ
て
田
籍
を
増
加
さ
せ
、
鵤
荘

へ
と
発
展
を
遂

げ

て
い
く
、
そ
の
端
緒
が

『縁
起
資
財
帳
』

に
み
ら
れ
る
こ
と
を
述

べ
る
。
最
後
に
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
明
白
な
作
為
が
僧
綱
に
お
け
る

審
査
で
看
過
さ
れ
た
理
由
を
、
官
大
寺
の
僧
と
し
て
の
利
害
関
係
の

一
致
や
、
歴
史
事
象

に
関
す
る
理
解
の
不
足
に
求
め
て
い
る
。
寺
院

は
、
寺
院
統
制

の
た
あ
に
制
作
さ
れ
た
縁
起
資
財
帳
を
利
用
し
て
、

内
容
に
作
為
を
加
え
て
経
済
上
の
特
権

の
確
保
拡
大
に
努
め
、

一
応

の
成
功
を
み
た
と
締
め
く
く
る
。
縁
起
資
財
帳
が
寺
院
と
国
家
の
対

抗
関
係
の
所
産
で
あ
る
こ
と
を
、
明
確
に
示
す
事
実
と
い
え
よ
う
。

あ
と
が
き

以
上
、
水
野
柳
太
郎
氏
の
論
文
集

『
日
本
占
代
の
寺
院
と
史
料
』

に
つ
い
て
紹
介
を
試
み
た
。
原
稿
の
依
頼
を
受
け
て
か
ら
い
た
ず
ら

に
時
日
を
重
ね
、
刊
行
以
来
二
年
半
を
経
過
し
、
時
期
を
失
し
た
と

の
批
判
は
免
れ
よ
う
も
な
い
。
書
評
と
し
て
の
責
め
を
果
た
し
得
る

か
否
か
も
心
許
な
い
限
り
で
あ
り
、
ま
た
著
者
の
真
意
を
正
確
に
伝

え
得
た
か
不
安

で
あ
り
、
著
者

の
意
図
を
誤
解
し
た
批
判
を
行
な

っ

た
可
能
性
も
な
し
と
し
な
い
。

こ
れ
ら
の
点

に
つ
い
て
は
、
何
よ
り

も
著
者
水
野
柳
太
郎
氏
、
そ
し
て
読
者

の
ご
寛
恕
を
請
う
し
か
な
い
。

本
書

の
全
体
的
な
特
徴
に
つ
い
て
は
、
は
し
が
き
で
述

べ
た
の
で

繰
り
返
さ
な
い
。
本
文
二
七
二
頁
と
い
う
分
量
は
研
究
書
と
し
て
は

け

っ
し
て
厚
く
は
な
い
が
、
五

つ
の
章

(論
文
)
で
構
成
さ
れ
る
本

書

の
内
容
は
広
く
か

つ
深
い
。
そ
れ
は
研
究

の
エ
ッ
セ
ン
ス
の
み
を

凝
縮
し
た
よ
う
な
著
者
の
論
文
の
ス
タ
イ
ル
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
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今
こ
れ
ほ
ど
の
内
容
を
盛
り
込
も
う
と
思

っ
た
ら
、
何
倍
も
の
紙
数

を
費
や
す

の
が
常
で
あ
ろ
う
。
著
者
の
簡
潔
な
論
述
の
ス
タ
イ
ル
は
、

そ
う
し
た

い
た
ず
ら
に
紙
数
ば
か
り
費
や
す
論
文

の
横
行
す
る
風
潮

に
対
す
る
痛
烈
な
警
鐘
で
も
あ
り
、
こ
れ
を
謙
虚

に
受
け
止
め
る
必

要
が
あ
る
。
贅
肉
を
能
う
限
り
切
り
落
と
し
、
結
論

の
み
か
ら
な
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
著
者
の
論
述
の
ス
タ
イ
ル
に
は
、
時
と

し
て
論
旨

の
展
開
の
把
握
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
読
者
に
対
す

る
配
慮
が
も
う
少
し
あ

っ
た
ら
と
感
じ
る
部
分
も
な
き
に
し
も
あ
ら

ず
で
あ

っ
た
が
、
い
わ
ば
読
者
に
対
す
る
へ
つ
ら
い
が
全
く
な
い
と

こ
ろ
が
非
常

に
す
が
す
が
し
く
も
あ
る
。
評
者
を
は
じ
め
贅
肉
の
多

い
論
文
を
書
き
慣
れ
、
あ
る
い
は
読
み
慣
れ
た
者
に
と

っ
て
、
本
書

の
読
解
は
や
や
苦
痛
を
伴
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
論
旨
の
展
開
を

つ

な
ぐ
の
は
読
者

の
仕
事
で
あ

っ
て
、
そ
こ
に
難
解
さ
を
認
め
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
読
者
と
し
て
自
ら
の
不
明
を
恥
じ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
著
者

の
研
究
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
論
文
集
で
あ
る
が
、

周
知

に
よ
う
に
、
著
者
の
研
究
は
こ
こ
か
ら
多
方
面
に
展
開
し
て
い

く
こ
と
に
な

っ
た
わ
け
で
、
特
に
財
政
史
、
あ
る
い
は
続
日
本
紀
を

め
ぐ
る

一
連

の
論
考
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
た
是
非

一
書
と
し
て
集
大
成

し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
。
も

っ
と
も
、
世
に
流
布
す
る
よ

う
な
単
な
る
寄
せ
集
め
の
論
文
集
を
編
む
の
な
ら
簡
単
で
あ
る
が
、

今
回
著
者
が
本
書
の
執
筆

に
当

て
ら
れ
た
多
大
の
労
力
を
考
え
る
と
、

無
責
任
な
希
望

の
提
示
は
慎
む
べ
き
か
も
知

れ
な
い
。

個
人
の
研
究
論
文
集

の
刊
行

に
は
い
く

つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
ろ

う
。
未
発
表
論
文

の
新
た
な
書
き
ド
う
し
は
別
と
し
て
、
既
発
表
論

文
を

一
書
に
ま
と
め
る
際
に
考
え
ら
れ
る
や
り
方
と
し
て
は
、
原
論

文
の
集
成
の
み
に
と
ど
め
る
、
公
表
後
の
研
究
成
果
に
対
す
る
見
解

を
補
註
で
加
え
る
、
公
表
後
の
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
修
正
を
加
え

る
、
同
じ
く
全
面
的
に
書
き
改
め
る
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
水
野

氏
は
そ
の
中
で
も
最
も
困
難
な
最
後
の
道
を
選
ば
れ
た
。
そ
の
勇
気

あ
る
決
断
は
真
に
讃
え
ら
れ
て
し
か
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
論
文
集
の

刊
行
に
あ
た
り
、
旧
稿
の
破
棄
を
こ
れ
ほ
ど
明
確
に
述
べ
得
た
研
究

者
が
他
に
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

本
書
の
刊
行
は
真
の
意
味
で
斯
界
の
慶
事

で
あ
り
、
本
書
が
さ
ら

に
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
著
者
の
ご
研
究
の
益
々

の
ご
発
展
と
ご
健
康
を
お
祈
り
し
て
、
拙
な
い
紹
介
を
終
え
た
い
。

本
書
が
早
い
機
会
に
適
任
の
評
者
を
得
る
こ
と
を
切
に
希
望
す
る
。

(A
五
判

二
七
六
頁

一
九
九
三
年
一
、月

吉
川
弘
文
館
刊

五
六
〇
〇
円
)

(本
学
非
常
勤
講
師

・
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

平
城
宮
発
掘
調
査
部
主
任
研
究
官
)

ii


